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日産自動車の内部監査はなぜ完成検査不正を見逃したのか 

 
※ 本稿は筆者個人の意見を記したものであり、一般社団法人 監査懇話会の公式な見解とは

必ずしも一致致しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．日産車体湘南工場への往査 

私の属する TCSX（トータルカスタマー サティスファクション本部）の企画・監理部は内

部監査を担当している。全ての日産車両工場に対して、毎年、各年 1 回、1 日～2 日程度の

往査を実施している。 

車両生産工場への監査は、事前に工場へ通知し、2～3 名の監査担当者が実際に生産現場へ

往査することになっている。今回は、日産からの生産委託により、日産の型式指定の自動

車を製造し、完成検査業務等を受託している日産車体の湘南工場（平塚市）への往査であ

った。 

いつも通り、業務処理基準書や標準作業書などを閲覧した上で、完成検査については習熟

国交省の日産車体湘南工場抜き打ち検査（2017.9.18）により、①完成検査員に任命されて

いない者（補助検査員）が完成検査員の付き添い等なく、型式指定申請に際して届け出た完

成検査項目に係る検査を実施していた事例があること ②完成検査員が、補助検査員に対し、

完成検査員名義の印鑑を貸与し、貸与を受けた補助検査員が、同印鑑を用いて完成検査票に

押印していた事例があること を指摘した。 

国交省は引続いて、日産及び同グループ会社の立ち入り検査を実施した結果、いずれの工

場でも同様の事例の存在を確認し、事実関係の調査と再発防止策を報告するよう求めた。 

日産から調査委託された第三者（西村あさひ法律事務所）による調査が行われる中で、日

産車体湘南は 9 月 19 日以降も、補助検査員でもない作業員が引き続き完成検査を実施してい

ること、他工場においても補助検査員又は一般の検査員による完成検査が継続実施されてい

ることが判明、国交省は 2 回目の報告徴求命令を発した。 

 

以下は、日産自動車第三者（西村あさひ法律事務所）調査報告書（2017 年 11 月 17 日公表：

以下「日産調査報告書」という）及び日産車体「当社国内車両製造工場に係る不適切取扱い

に関する実態調査及び再発防止策検討結果について」（以下「日産車体調査報告書」という）

に基づき、私が、仮に、日産自動車本社の内部監査担当者になったとして、「なぜ完成検査不

正を見逃してしまったのか」を述べたものである。 
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度を記録した資料等を確認、現場に赴き、作業状況を直接監査することとした。 

 

２．完成検査制度とは 

内部監査が完成検査の監査を重視しているのは、この制度が、国の法令に基づき、国に代

わってこの検査を実施しているからである。 

具体的には、「自動車型式指定実施要領｣に適用される｢附則14：型式指定を受けた車両の

完成検査の運用｣において、完成検査の考え方として、以下が示されている。 

 

 

日産の内製工場においては、各工場の品質保証部長が検査主任技術者を務め、完成検査員

を任命している。他方、日産から完成検査の委託を受けている日産車体の湘南等4工場は、

いずれも、日産栃木工場の品質保証部長が検査主任技術者を兼任し、各車両工場における

完成検査員を任命している。 

 

・完成検査員が従事することができる完成検査には、以下の４つの区分がある。 

①テスター検査(全数検査) ②最終検査(全数検査) ③排出ガス検査(抜取検査)  

④車両試験(抜取検査) 

テスター検査とは、測定器等を用い、車両の稼働性等を確認する検査であり、ブレ

ーキ、ホイールアライメント、ヘッドライト、定置走行、エンジンルーム、アイドル

排気、シャーシー廻り等の検査を行う。 

最終検査とは、完成車両、完成検査票及びVIDラベル(バーコードラベル)に記載、記

録等されている車台番号、原動機型式及びモデルナンバープレートが相互に整合して

いるかを確認する検査である。 

 

・完成検査業務に従事しようとする者は、「完成検査に関する任命・教育の基準書」に従

い、上記各区分ごとに、完成検査員として任命・登録されることが求められる。  

 

・完成検査員は、以下の(1)から(3)の三つの要件を全て満足する者が、集合教育を受講し、

終了試験に合格した上で(合格基準は80点/100点)、完成検査実習を経た場合に任命される。 



 
眞田宗興の“監査役事件簿”No.20 

日産自動車の内部監査はなぜ完成検査不正を見逃したのか 
 

 3 / 8 
 

(1)従業員(含む、嘱託従業員、定年嘱託従業員、シニア社員、期間従業員)であること 

(2)以下のいずれかに該当すること 

A 高校、短大、高専、大学、高等職業訓練校及びこれらと同等の学校において、機

械あるいは自動車の構造に関する学科を修了し、かつこれを卒業した者 

B 3級以上の自動車整備士の資格を有する者 

C 完成検査担当課長が行う自動車の構造・性能に関する講習(72時間)を修了し、理

解度試験で80点/100点以上を有した者 

(3)完成検査区分について下表に示す期間補助業務に従事し（この期間は補助検査員と呼

ばれる）、完成検査担当課長（ ）が完成検査の基

礎的技能を修得していると認めた者 

 完成検査の 

区分 
テスター検査 最終検査 排出ガス検査 車両試験 

 経験期間 2か月 1か月 6か月 6か月 

 

・完成検査員に登用された者は、会社から｢完検バッジ｣と呼ばれる、完成検査員であるこ

とを示すバッジと完成検査票に押印するための印鑑(｢完検印｣)を支給され、完成検査員と

して仕事ができるようになる。 

 

・完成検査の実施は、各車両工場の品質保証部品質保証課が担当している。具体的な完成

検査業務を担っているのは、工長とその指揮下にある完成検査員である(なお、完成検査

員のうち、所要の訓練を経て補助検査員の指導を行う資格を得ている検査員を｢指導検査

員｣と呼んでいる。)。完成検査ラインの日々の勤務シフトは、工長と指導検査員が相談の

上決定し、日々の完成検査ラインの運営は工長の判断に基づいて行われている。工長の上

位には係長が存在するが、係長は完成検査業務に直接従事することはなく、管理業務に専

従している。 

 

・品質保証部長及び品質保証課長は、車両工場の品質保証関連業務全般を所管している。

そのため、その業務は完成検査に限られず、生産工程における品質管理業務も所管してい

る。職位の順序は次のようになる。 

品質保証部長－品質保証課長－係長－工長－指導検査員－完成検査員－補助検査員 

 

３．いざ現場へ 

 完成検査員は正規の手続きで任命されているのか、習熟度はどのようにチェックされた

のかについて完成検査員の資料を閲覧し、完成検査員任命手続きに関して、全員が必要な
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期間の実習を経て、試験に合格（80 点以上）していることは事前に確認している。 

完成検査員の資格者は完検バッジを胸につけているはずである。私は、1 人 1 人の検査員

をチェックした。全員、バッジをつけていた。ただし、ネームプレートまでは控えなかっ

た。これで、完成検査の監査は終了した。いつもの通りである。 

 

４．国交省の立入り調査 

2017 年 9 月 18 日、日産車体湘南工場への国交省による抜き打ち立入り検査に先立つ数

か月前に、国交省に内部告発がなされていたことが FNN ニュースで報じられている（ビジ

ネス法務の部屋 2017.10.22）。 

立入検査の日、国交省は直ちに、完成検査ラインに出向いた。そのときの状況が、「日産

車体調査報告書」に次のように記載されている。 

 

全くの混乱ぶりが伝わって来る。我々が調査した時とは全く違う。一体何がどうなって

いるのか。 

 

５．内部監査時の隠蔽工作 

「日産車体調査報告書」には「監査時における不適切な対応」として次のように書かれ

ている。 

 

従って、私が見た時には、全員が完検バッジをつけていたのは当たり前だったのである。

私のやった監査は一体何だったのか。 



 
眞田宗興の“監査役事件簿”No.20 

日産自動車の内部監査はなぜ完成検査不正を見逃したのか 
 

 5 / 8 
 

次のような不正が行われていたとも「日産車体調査報告書」にはある。 

  

６．工長らの言い分 
 完成検査ラインを実際に指揮しているのは係長の下の工長である。彼らは、不正だと知

りながら（だから内部監査人をごまかした）、なぜ、補助検査員に完成検査員の印鑑、又は

その予備を使って、完成検査票に押印することを認めていたのか、日産調査報告書から読

み取ってみた。 
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７．日産幹部の責任 

「工長を始めとする完成検査員の規範意識が鈍麻していたことにつき、工長を始めとす

る完成検査員のみを責めるのは誤りであり、むしろ、工長を始めとする完成検査員の規範

意識の鈍麻を引き起こした責任は、会社としての日産そのものにあるといわざるを得ない」

と「日産調査報告書」は述べ、次の提言を行っている。 

 

８．内部監査への指摘 

 日産調査委員会への支援を行った外部監査機関が次のような指摘をしている。内部監査

担当の私には耳の痛い内容である。 
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私のコメント 

（1）監査役は品質リスクに向き合うべきである。 

日産車体（東証一部上場）は、監査役 4 名がおり、内部監査室が設置されている。

そして、内部監査室長は、監査役室長を兼務している。また、コンプライアンス委員

会、リスクマネジメント委員会及び品質委員会もある。今回問題となった湘南工場は

本社と同一敷地（平塚市）にある。補助検査員よる完成検査は当工場では 1990 年代前

半ごろから開始された可能性があるという。つまり、約 30 年弱（車体製造工場 6 社で

は 38 年が最長）にわたり、違法行為が続けられてきたのに、監査役も内部監査も各種

委員会も本当に気付かなかったのか。 

 日産本社の内部監査があったときは隠ぺい工作をしていたというが、同じ日産車体

の監査の時も隠していたのか。身内同士で隠しあって、一社員による内部告発で、会

社が揺らいでしまうのは極めて残念である。 

 「型式指定に関する業務等の改善についてのご報告（17.11.17 日産自動車）」によれ

ば、「日産調査報告書」の内部監査に対する指摘に沿った改善がなされるとのことであ

るが、そこには監査役の監査は全く触れられていない。 

 

（２）現場の意見が聞こえる仕組み 

私には、自ら定めた「完成検査に関する任命・教育の基準書」違反をしたことはも

ちろん問題であるが、実際現場で実施されていた「ILU 基準」にも一定の合理性があ

り、また、補助検査員の訓練期間についての工長らの意見にももっともな点がある。

実は他社ではより短期に資格を取得させ実務経験を通じて習熟させているケースもあ

るという（2017.10.28 日経新聞）。 

上記の報告書には、補助検査員の実習は、各工場ではなくて全員追浜工場で実施し、

併せて実習期間の見直しを行うという。その際、「ILU 基準」との整合性を図った基準

になるであろう。 
 

以上 
 


